
予算要求資料
平成28年度当初予算　支出科目　款：教育費　項：社会教育費　目：社会教育施設費
	事業名　新企画展示室改修工事費


（この事業に対するご質問・ご意見はこちらにお寄せください）　

　　　　　　　　　教育委員会　図書館　管理調整係　電話番号：058-275-5111（内291）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　E-mail：c27205@pref.gifu.lg.jp
１　事業費　　35,446千円（前年度予算額：0千円）
＜財源内訳＞　

	区　分
	事業費
	財　　　　源　　　　内　　　　訳

	
	
	国　庫

支出金
	分担金

負担金
	使用料

手数料
	財産収入
	寄附金
	その他
	県　債
	一　般

財　源

	前年度
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0

	要求額
	35,446
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	35,446

	決定額
	
	
	
	
	
	
	
	
	


２　要求内容
（１）要求の趣旨（現状と課題）
県図書館では、新館会館２０周年を契機に、県の中核図書館としての役割に加え、新たな知的・文化的な情報発信や図書サービスの拡充を図ることとしている。

そのため、岐阜県出身の作家の著作等を展示し、県民の読書活動の活性化を図るとともに、美術館、現代陶芸美術館、歴史資料館など県内文化施設と連携した展示も今後企画する予定である。

しかしながら、会場として想定される企画展示室は貴重展示物の受入環境が整っていないため、企画展示室を改修したい。

（２）改修内容
現在の企画展示室は、展示物の設置、空調、免震、調光、燻蒸の５つの
要素の機能が十分でないため、展示室機能高度化のための工事を実施する。
①展示ケースの更新

既存の展示ケースを大型の展示物が収納可能で、空調、免震、調光の機能を持つものに入れ替える。

②縦型展示ケースの設置

企画展示室の中央部分に縦型の展示ケース２台を新たに設置する。

③照明等電気工事

室内の照明を展示物に影響のないＬＥＤ照明に更新する。

④空調設備工事

展示ケース内の温湿度管理のための空調設備を設置する。

⑤セキュリティー設備工事

貴重資料を展示するため、盗難等防止等セキュリティーシステム導入。

⑥その他の工事

看板、案内板、カーペット・壁・天井の張替等の工事を行う。
（３）スケジュール

【２８年度】　　設計   　　 ※成果品①工事見積もり②イメージパース２枚

改装工事・常設展の準備と展示
　【２９年度～】 特別展の開催（原則年２回）
 ※博物館・美術館などと連携して実施

　　　　　　     [案]　第１回：円空展　　第２回：現代陶芸展　
３　事業費の積算内訳　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：千円）　
	事業内容
	金額
	事業内容の詳細

	委託費
	4,666
	設計委託、燻蒸設備整備

	工事請負費
	30,780
	改修工事費

	合計
	35,446
	


	　決定額の考え方　




４　参考事項
（1） 各種計画での位置づけ
　　◯「教育ビジョン」の「基本目標２（１）心の教育の充実と望ましい人間関係を築く力の向上」における「取り組むべき主な施策 eq \o\ac(○,3)読書活動の推進」

　　　「基本目標５（１）文化活動の推進、（４）生涯学習の推進」

○「長期構想」における政策の目的

新たなふるさとの誇りを生み出すために、文化の薫り高いふるさとづくりに取り組みます。
　

事業評価調書
	■  新規要求事業　

	□  継続要求事業


	１　事業の目標と成果


（事業目標）

	・何をいつまでにどのような状態にしたいのか
　企画展示室を平成２９年度までに改修し、県博物館、現代陶芸美術館等と連携した企画展示を実施できる展示環境を整える。


（目標の達成度を示す指標と実績）

	指標名
	事業開始前
	指標の推移
	現在値
	目　標
	達成率

	企画展示室入館者数
	
	
	
	
	30,000人（H29）
	


○指標を設定することができない場合の理由
	


（前年度の取組）

	・事業の活動内容（会議の開催、研修の参加人数等）

　


（前年度の成果）

	・前年度の取組により得られた事業の成果、今後見込まれる成果　



	２　事業の評価と課題


（事業の評価）

	・事業の必要性（社会経済情勢等に沿った事業か、県の関与は妥当か）

○：必要性が高い、△：必要性が低い

	(評価)

○

	県博物館と連携し、双方の所蔵資料を紹介した企画展は好評であり、今後も博物館等の文化施設と連携しつつ、所蔵資料を紹介する機会が望まれている。

	・事業の有効性（指標等の状況から見て事業の成果はあがっているか）

　○：概ね期待どおり又はそれ以上の効果が得られている、△：まだ期待どおりの成果が得られていない

	（評価）


	

	・事業の効率性（事業の実施方法の効率化は図られているか）

　○：効率化は図られている、△：向上の余地がある

	(評価)


	


（今後の課題）

	・事業が直面する課題や改善が必要な事項
県博物館等の県内文化施設との連携体制の推進。


（次年度の方向性）
	・継続すべき事業か。県民ニーズ、事業の評価、今後の課題を踏まえて、今後どのように取り組むのか

岐阜県の中核図書館としての役割を果たすだけでなく、文化の拠点となることが期待されているおり、文化施設との連携は必要不可欠。


